
様式２

○汎化しやすくするため、
より具体的な事例や資料を
活用した学習や指導を行
う。
○継続した保護者への情報
提供を行う。B

○年度初と年末年始の二回、生
徒・保護者で｢我が家のルール」
の作成や見直し・確認を行った
が、個々のルールへの意識が十分
でない。
○外部講師等より情報モラルに関
する資料提供等を受けて指導にあ
たった。

○｢我が家のルール｣や「決意表
明」等、個々に設定したルール
の確認や見直しを計画的に行
う。
○情報化推進担当と連携を図
る。
○個人懇談等を通して家庭と情
報共有を行う。

○携帯電話等の使い
方について個々の
ルールを守ることが
できる。

○多くの生徒がSNSを
利用しているが、長時
間使用したり、トラブ
ルの要因となったりす
ることがある。
○使い方の習得が不十
分な面がある。

○教科ごとに検討した授業改善の
ポイントをもとに、1人１授業研
を実施した。教科を超えての参観
者もあり、それぞれが自身の授業
改善に活かすことができた。

B

B

B

B

　　　　　　　　令和２年度　　自　己　評　価　表　　

中長期目標
（学校ビジョン）

○社会の中で自立して生活ができる力の育成
○職業生活に必要な意欲と能力の育成
○豊かな人間性、たくましく生きるための心と体の育
成

今年度の
重点目標

職業的自立と主体的な社会参加に向けた確かな力の育成

琴の浦教育検証プロジェクトに基づいたカリキュラムマネジメント

地域との協働による魅力的な学校づくり

鳥取県立琴の浦高等特別支援学校

評　価　結　果　　　（１ ）月
評価項目 評価の具体項目 現状 目標（年度末の目指す姿） 目標達成のための方策 経過・達成状況 評価 改善方策

年　　　　　　　度　　　　　　　当　　　　　　　初

○基本的生活習慣の確
立

○学習における基礎・
基本の徹底

〇返事、言葉遣い等の
基本的生活習慣が習慣
化されていない生徒が
少なくない。
〇「学習規律」や「生
徒心得」の学校ルール
が十分に徹底されてい
ない。
〇自分の気持ちをコン
トロールする方法がわ
からず、正しい意思表
示ができていない生徒
がいる。

○専門共通目標を理解
する生徒は増えたが、
常に意識できている生
徒は多くない。

○ライフスキルの育成

社会人・職業人
としての基礎的
な力の育成

○授業研究会や教科
会等の中で研修した
ことを授業改善に活
かしている。

○学習のルール（授
業準備、チャイム着
席、挨拶、姿勢、発
表）が継続的に守ら
れている。
○自ら学ぼうとする
力やより良く生きて
いこうとする力が
育っている。

○引き続き指導員の積極的
な挨拶を励行し、舎生が挨
拶のしやすい雰囲気づく
り、また定期的な面談での
評価と振り返りを継続す
る。

○生徒個々の到達度をもう
少し明確にする。個別の指
導計画の個人目標の見直し
を行う。
○より良く生きていこうと
するために考える力を育成
する。研究研修担当と連携
し授業研究会を実施する。
○授業改善のための情報発
信を行う。

○生徒一人一人が活動に参
加し、より深く考え、達成
感を感じることのできる授
業になるように、授業改善
のための研修を継続してい
く。

○「学習のルール」の
発表と姿勢の項目が中
間評価以降、生徒の自
己評価が下がった。授
業に向かう気持ちを育
成する必要がある。
○本年度より道徳の授
業が始まった。

○授業改善について教職
員の関心は高いが、特に
普通教科において、お互
いの授業を参観し合った
り、指導・支援について
学び合ったりする機会が
十分でない。

B

○マイスター制度を活用し
て振り返りを行い、挨拶の
習慣化を図る。
○挨拶強化週間を設定し、
能動的な挨拶の定着を図
る。

○自己評価と他者評価の差がある舎生もい
るが、面談での評価や振り返りを繰り返す
ことで一人一人の挨拶への意識は高くなっ
た。また、強化週間が意識向上につなが
り、設定した目標を実践しようとする気持
ちも高くなった。
相手の挨拶に返すことはほとんどの舎生が
できる。自発的な挨拶はもう一歩である。

○落ち着いた雰囲気作りをする
ために、余裕を持ったチャイム
着席と朝読書を徹底する。
○わかりやすい授業を展開し、
学習に向かう態度を育成するた
めに学習内容や支援を検討をす
る。
○道徳科の授業を継続的に実施
する。

○教職員にアンケートをとり、
ニーズに合った授業研究会を実
施する。
○授業参観シートを活用し、改
善案を共有する。

○生徒アンケートより前後期とも
８割以上の生徒が「学習のルー
ル」を守っていると回答、また、
どの学年も朝読書の取り組みが良
くなった。「勉強がわかる」は８
割前後だが、「授業が楽しい」は
学年により差がある。
○基礎的な学力を身につけさせて
いるものの、深まるまでには至っ
ていない。

〇自分の気持ちをコ
ントロールしなが
ら、学校や社会の
ルールを守って生活
できる。

〇生徒自らが規律を
守ろうという意識を
もって、落ち着い
て、意欲的に生活す
ることができる。

〇「生徒心得」「学習ルール」
等のルールを守る重要性や意義
を理解させるため、LHRや朝の
会、帰りの会を活用して随時指
導する。
〇自分の気持ちのコントロール
の仕方、正しい意思表示の仕方
を一人一人の実態に応じて指導
し、教職員で共通理解を図る。
〇一人一人の意見を大切にし、
様々な悩みや不安を互いに支え
る仲間づくり（学級づくり）に
努める。

〇時間を守る、正しい服装をす
る、携帯電話を正しく使用する等
の規律を守ろうと意識し、落ち着
いて生活することができていた。
ルールを守れない際は、自分の課
題を見つめさせ、今後どうすれば
よいのか具体的な目標、そのため
の方法を考えさせたり、規律を守
る意味を考えさせたりしたこと
で、改善していく生徒が多かっ
た。

○自ら積極的に挨
拶ができる舎生と
職員からの挨拶に
きちんと返すこと
ができる舎生が８
割程度いる。

○専門オリエンテーションや現場
実習の決意表明・報告会で共通目
標の意図について話をすること
で、意識づけを行った。
○定期的に目標の意図について確
認したり、毎時間の振り返りをし
たりすることで、生徒の意識は高
まっている。

○常に意識できるよう、専門共
通目標振り返りシートや実習日
誌での自己評価・他者評価を繰
り返す。
○専門共通目標は、スローガン
的な短い言葉にまとめる。
○「～月間」というように定期
的に１つのことを意識する期間
を設け、徹底する。

○共通目標に挙げて
いる社会人としての
基本を、専門の授業
の中では常に意識す
る姿が見える。

〇挨拶、返事、時間を守
る、任された仕事を責任を
もって行う等の基本的生活
習慣、集団規律を習慣化で
きるよう、個に応じた一貫
性のある指導を継続して行
う。その中で自己肯定感、
自己耐用感も育てていく。
〇職業自立の学習や日々の
生活の中で、自分の良さや
課題を見つめさせたり、そ
の課題をどう克服するのか
を考えさせる時間を意図的
に設定する。

B

〇今後も職員研修や通信等
で、必要な情報を提供した
り、意見交換したりする機
会を設けていく。
〇進路指導室を効果的に活
用するなど、生徒が将来に
ついて考えられる環境を整
えていく。

○今後も、継続して共通目
標を意識して活動できるよ
う、環境づくりの継続と繰
り返しの指導をしていく。

A

〇来年度も、今年度同様、
新型コロナウイルスのタイ
ムリーな正しい情報や知識
を具体的にわかりやすく説
明する。
〇なぜ、マスクをつけなけ
ればいけないのか、手洗い
をしなければいけないのか
を、LHRや朝の会、帰りの
会を活用して随時指導す
る。

将来について考える機会として、
進路担当や卒業生の話を聞くセミ
ナーや進路指導室での相談日を設
けた。また、職員研修で情報共有
や意見交換する場を設定した。そ
の結果、学年が上がるにつれ、将
来の生活を意識して取り組むよう
になり、３年生は１月現在で約９
割の進路が決まった。

○自己理解が難しく、進
路選択の見極めが不十分
な生徒がいる。
○働く意欲や心構えが不
十分なままに就職してし
まう生徒がいる。

（１年生）自分の課
題を理解している。
（２年生）自分の適
性を知り、進路を具
体的に考えている。
（３年生）自分の適
性を踏まえて進路を
決定している。

〇新型コロナウイルス
感染防止のため、全生
徒がマスクを着用して
いる。しかし、正しく
着用できなかったり、
手洗いが不十分だった
りしている。

〇正しく手洗いやマ
スク着用をしたりし
て、健康や衛生に留
意しながら生活する
ことができる。

〇なぜ、マスクをつけなければ
いけないのか、手洗いをしなけ
ればいけないのかLHRや朝の
会、帰りの会を活用して随時指
導する。
〇新型コロナウイルスやインフ
ルエンザ等、社会で起きている
タイムリーな正しい情報や知識
を具体的にわかりやすく説明す
る。

〇前期同様、アンケートでは９割
の生徒が「正しくマスクをつけた
り手洗いをしたりしている」と答
えている。実際に、マスク着用、
手洗いが習慣化してきている。
〇給食時間においても、感染予防
のために、配膳に配慮したり静か
にしゃべらず食べたりできてい
る。

○進路行事や、専門家派遣事業
等を計画的に実施するととも
に、振り返り等を工夫し生徒の
意識を高める。
○職員研修や通信等で卒業後の
生活に関する情報を発信すると
ともに、必要な指導について意
見交換する機会を設ける。

○職員に対して自分か
ら積極的に挨拶をする
舎生は少なく、職員か
らの挨拶に「おはよう
ございます」「帰りま
した」など、きちんと
返答のできる舎生は５
割程度である。



様式２

評価基準　A：十分達成　B：概ね達成　C：変化の兆し　D：まだ不十分　E：目標・方策の見直し

〔100％〕 〔80%程度〕 〔60%程度〕 〔40%程度〕 〔30%以下〕

○コンプライアンスの意
識は高い状況にあるが、
交通法規遵守等において
はうっかりが見られる。

○業務改善において時間
外業務は大きな改善が見
られた。

○情報収集のために、助言
をいただいた外部の機関か
らの情報収集を進めてきて
いる。さらに進めていきた
い。
○情報発信のために、
facebookでの活用を始め
た。様々な方法を活用し
て、情報発信を進めていき
たい。

○地域のニーズを踏まえ、
ニーズのある多くの人に対
応できる情報提供の仕方や
内容を工夫する。
○引き続き相談会等で上
がった課題に対し、対応策
を明確化、共有する。

○学校行事や生徒会活
動などで、運営や司会
など生徒が主体的に活
動する場面が増えてい
る。

〇生徒自らが学校を
よくしようという意
識をもって、意欲的
に活動や企画運営に
関わることができ
る。

〇生徒会執行部会を定期的に開
催し、生徒主体の自治活動とな
るよう活動の目的や課題を確認
しながら計画的に話し合う機会
を設ける。

〇生徒会執行部として自覚を持
ち、学校をよりよくするため、意
欲的に話し合いに参加する姿が見
られてきているが、生徒会執行部
として意識の低い生徒も数名い
る。

C

〇引き続き、活動の目的や
課題を確認しながら、生徒
同士で意見を出し合えるよ
う計画的に話し合う機会を
設ける。
〇自治活動に関心を持ち、
意識を高められるような取
り組みを工夫する。

○琴海会３役は役割を
自覚し活動できるよう
になってきたが、部屋
長の中にはリーダー会
にただ出席するだけ
で、リーダーとしての
自覚が薄い舎生もい
る。

○部屋長も自治活動
リーダーであること
を自覚し、リーダー
全体で琴海会運営に
関わることができ
る。

○地域に出かけていく活動の場
を、継続・拡充する。
○学校を会場に取り組むことが
できる活動を継続する。
※新型コロナウイルス感染症の
状況により変更する。

○個別相談体制を整え、周知を
図る。
・地域の学校とつながりを作る
ため、積極的にアプローチす
る。

○技能検定に合わせて、臨時に見
学と意見をいただく機会を設定し
た。その際に、企業への発信の仕
方について助言をいただいた。

○学校公開や体験入学等中止によ
り、来校時の聞き取り、情報提供
の機会が不十分だった。
○内容や人数、時間等限定する中
での11月説明会、オープンスクー
ルの実施を実施した。
○授業やメッセージ動画の作成、
動画を通した情報提供を行った。
○相談会等で上がった課題に対
し、対応策を明確化し、共有を進
めてきた。

○職業的・社会的自立
を見据えた進路選択に
つなげていけるだけの
情報が、地域の学校に
対して十分に伝わって
いない。

「琴の浦の教育」に
ついて、地域の学校
の関心や疑問に応え
るための工夫ができ
ている。

○学校運営協議会により
学校運営に関する助言を
受けてきている。

〇障がい者スポーツ担当者、部
活動担当者が中心となって、各
種イベント参加や出展参加を促
す。
〇大会参加方法や活動状況を掲
示したり発表したりし、生徒に
情報発信していく。
〇外部団体等との連携を図り、
体験活動やクラブ参加を推進す
る。

C

B

○職員会や終礼の時間を使って
ミニ研修会を行う。

○機会を捉えながら通知の周知を
したり職朝で注意喚起を行ったり
してきた。Ｍ・Ｍラリーは、何回
かリセットしたことによって１月
時点では約８０日となっている。

C

○交通法規遵守に関して
は、うっかりでの違反が見
られた。意識することはも
ちろんだが、時間的なゆと
りがうっかりを防ぐ要因と
なる。出張等、ゆとりのあ
る移動を進めていく。
○意識が継続するために
は、定期的な注意喚起が必
要となる。

○１カ月の時間外業
務４５時間以上の職
員が、いない。

○衛生委員会で時間外業務時間
削減にあわせて業務内容の検討
を行う。

○１月現在で、時間外業務４５時
間を越える職員はいなかった。し
かし、年間３６０時間に迫る職員
はおり改善が必要となってくる。 A

○時間外業務の時間が目安
となるが、合わせて業務の
削減や整理を進めていく。

C

○進路との連携は今後も継
続して行う。
○生徒一人一人の課題につ
いて、全コースが共有でき
る方策を考える。

A

○今年度のように部屋長が
部屋会とリーダー会の連携
役となる機会を設け、活動
を通して、部屋長も自治会
活動リーダーである自覚を
高めていく。

○学校の教育目標達
成に向けて、各関係
機関・地域・学校が
ともに取り組む活動
を増やす。

C

○今年度は全体会ができず、これ
を機会に部屋長を他の舎生とリー
ダー会の連携役とし、リーダーと
しての自覚を持って活動できるよ
う促していった。会を重ねること
で役割を意識し、意見を出したり
主体的に活動できるリーダーが増
えていった。
○後期からリーダーの半数を1年
生が担うことになり、指導員や先
輩のアドバイスを受けながらでは
あるが活動できている。

○職業的スキルの伸長

○現場実習での生徒一人一人の
課題について、コース担当者で
共有する方策を考える。（コー
ス会での議題にする）
○進路と連携して研修を行う
（長期休業中に行っている進路
の研修を合同で取り組む。

○コース担当者が生
徒一人一人の課題を
把握し、コースの特
性を活かしながら、
生徒に必要な職業的
スキルを伸ばす教育
を行う。

○専門共通目標についての評価
シートを活用する。
○地域産業と協働する際に、評
価シートの記入をお願いし、そ
の他者評価を専門実習に活か
す。

○現場実習での生徒一
人一人の課題につい
て、コース担当者で共
有できているコースと
できていないコースが
ある。また、進路研修
などで社会が求める力
について研修しても個
には反映されている
が、コースへの反映は
不足している。

○地域産業という他
者からの評価を通
し、組織の一員とし
ての自覚を持ち、自
分の今後の目標を立
てることができる。

教職員の専門
性・授業力・組
織力の向上

○組織的な指導・支
援、対応力向上

○コンプライアンス
の意識を常に持ち、
職務の遂行にあた
る。（Ｍ・Ｍラリー
１００日更新）

○コミュニティ・ス
クールの推進

地域で生きる力
の育成

○自治活動の推進

○生涯体育、文化、芸
術活動の推進

〇卒業後に活きる、
地域でのスポーツ活
動、文化芸術活動の
情報を知る。
〇卒業後に活きる、
自分の楽しみ（ス
ポーツ、趣味等）を
見つける。

社会人・職業人
としての基礎的
な力の育成

〇障がい者スポーツ大
会出場や部活動には意
欲的であるが、休日に
運動をしたり地域のス
ポーツクラブや文化活
動をしている生徒は少
ない。

〇新型コロナウイルス感染拡大に
より、積極的に対外的な大会やイ
ベントに参加することは難しかっ
た。しかし、ダンス部は映像でダ
ンスを配信したり、卓球部、バス
ケットボール部は感染に気をつけ
ながら試合等を実施したりするこ
とができた。

○部屋長が部屋の代表として
リーダー会で意見を出せるよう
な体制を考え、構築していく。
○部屋長が自治活動に主体的に
参加できるよう役割を明確化す
る。

〇来年度も、現在の状況の
中で、イベントや大会等に
参加できるよう、参加方法
を配慮、工夫していく。

○今後は、評価シートの利
用を促進するとともに、結
果の活用に努める。

○各コースで地域産業
との連携を進めている
が、社会人としてどう
評価されているかを把
握している生徒はまだ
多くない。また、社会
に出れば組織の一員と
なるがその自覚を持つ
生徒は少ない。

B

○進路と合同で行った研修を通
し、社会が求める力とそれを育て
るためにコースとしてできること
の理解を深めた。
○生徒一人一人の課題（働くため
に身に付けるべきこと）につい
て、共有できているコースとでき
ていないコースとがある。

○校外活動の時に校外の方に記入
していただく専門共通目標の評価
シートを完成させた。また、利用
できる活動から利用を始めてい
る。


